


















（William Robertson, 1721–1793）、経済学の創始者アダム・スミス（Adam 
Smith, 1723–1790）、社会学の創始者アダム・ファーガソン（Adam Ferguson, 
1723–1816）、著名医師ウィリアム・カレン（William Cullen, 1710–1790）な












Cassirer, 1874–1945）の解釈が長く通説であった（Cassirer, 1932; 田中 , 
2013a, p. 182; 田中 , 2013b, p. 106）。カッシーラーの啓蒙理解を発展させた





















リップソン（Nicholas Phillipson, b. 1937）やクウェンティン・スキナー
























































ス・スコトゥス（John Duns Scotus, c. 1266–1308）など中世後期のスコラ
哲学や、ジョージ・ブキャナン（George Buchanan, 1506–1582）など近世
初期の人文主義に対するスコットランド人の貢献にも光が当てられるよう
になった（Harris, 1927; Broadie, 2009; Erskine and Mason, 2012など）。ま
た18世紀啓蒙思想を、スコットランド内におけるニュートン哲学や自然
科学の発展まで含めた幅広い領域に及ぶ思想運動とする理解も有力となっ
た（Campbell and Skinner, 1982; Dwyer, Mason and Murdoch, 1982; 



















ワード・ ギボン（Edward Gibbon, 1737–1794） やエドマンド・ バーク
94
（Edmund Burke, 1729–1797）なども含めて保守的啓蒙（The Conservative 
Enlightenment）と把握している（Pocock, 1985; Pocock, 1993a; Pocock, 1993b; 
田中 , 2013b, pp. 76, 185）。
　ポーコックはしたがって定冠詞付きの大文字の「啓蒙」（‘The’ 
Enlightenment）など存在しないと論じ、様々な啓蒙の存在を認める相対主
義的な解釈を取るが（Pocock, 1999, p. 13）、このような啓蒙における各国
の独自性を強調することで、全ヨーロッパ的に共通する啓蒙の特徴を見失っ








































（Allan, 2002, p. 38）。詩人のジェイムズ・ビーティ（James Beattie, 1735–1809）
は『スコットランド語風』（Scoticisms, Arranged in Alphabetical Order, Designed 
to Correct Improprieties of Speech and Writing, 1779）を書いて、同国人の言語的





























る（田中 , 2013b, p. 22）。本節ではスコットランド啓蒙の道徳哲学におい
て最も重要な社交性の議論に焦点を絞り、古代ローマのストア哲学の影響
を取り上げてみたい。







めた（Kaye, 1924, p. xcix; Muller, 1993, p. 47）4)。ネオ・ストア派は特にオ


















1670–1732）を批判しようとした（Moore, 1994, p. 26; Phillipson, 2000, p. 72）。
　マンドゥヴィルはオランダ生まれでイングランドに移住した風刺作家で
あるが、ストア哲学を批判することで近世の商業文明の社交性を風刺しよ
うとした。彼が『ブンブンうなる蜂の巣』（The Grumbling Hive, 1705）や
『蜂の寓話』（The Fable of the Bees, 1714）を書いたとき、ストア哲学の古典
であるマルクス・アウレリウス（Marcus Aurelius, 121–180）による『省
察録』（The Meditations, late second century CE）の中の言葉を思い浮かべ
ていたことは想像に難くない。「蜂の巣の利益でないものは、蜂の利益で
はない」（Meditations, 6. 54, p. 158）。








益は公益と一致すると見なしていた（Meditations, 6. 44, p. 155; 10. 6, p. 233）。
宇宙も社会も有機的な統一体であり、個別の物質や個々の構成員の単なる
寄せ集めではないからである（Meditations, 7. 13, pp. 163–164; Meditations, 




に中立的なものではないとマンドゥヴィルは主張した（FB, volume 1, p. 
61）。マンドゥヴィルはストア哲学を批判することを通じて、『蜂の寓話』





のである。『美と徳』（An Inquiry into the Original of Our Ideas of Beauty and 
Virtue, 1725）においてハチスンは、人間には美と徳を追求する道しるべ
となるように「美的感覚」（sense of beauty）と「道徳感覚」が備わって
おり（BV, II. I. VIII, p. 99）、それらに動機付けられた行動は必ずしも利己
的ではなく「公平無私」（disinterested）であり、弱い存在でしかない人
間はそのような内部感覚に従って私益を追求しなければ生き延びることが








機付ける能力なのであった（BV, II. VII. XII, p. 197）。このような能力は私
益とは独立に働き、しかも公益にとって必要であるとのハチスンの描写
がストア哲学に基づくものであることは、ハチスン自身も明示している
（System, volume 1, pp. 54, 61）6)。
　アダム・スミス在学中のグラスゴー大学では、ハチスンの影響下でギリ




うかがわれるところである（Meditations, Introduction, pp. 2–3）。スコッ
トランド啓蒙におけるストア哲学の言語は、この英訳本からスミスの道徳
哲学に継承され、やがてスミスの『国富論』（An Inquiry into the Nature 





る（Scott, 1900, p. 186）。
6 ) System, volume 1, pp. 57–58も参照。またp. 61にある脚注は、キケロによるス
トア哲学の特徴付けを是認している（Cicero, On Moral Ends, I. 3, p. 4）。
7 ) この英語版はハチスンとジェイムズ・ムーアによって1741年の夏に翻訳され、
1742年に刊行された（Scott, 1900, p. 246）。最初の2巻をムーアが訳し、残り


































































である（Moore,1994, pp. 27, 28, 36, 49–50）9)。
　ハチスンはおそらく、1740年から1741年にかけてアムステルダムで発
行されたBibliothèque raisonée誌掲載のヒューム『人間的自然論』第一巻と
第三巻についての批判的な書評の匿名の著者であり（Moore and Stewart, 







あったからである（Phillipson, 1989, pp. 48–49; Moore, 1994, pp. 53–54）。
1744年にハチスンが、ヒュームのエディンバラ大学道徳哲学教授就任に反対
したとしても、ヒュームは別に驚きはしなかったはずである（Stewart, 1995）。














（Phillipson, 2000, p. 72）。人間には他人の境遇に関心を持ちその幸福を喜
ぶシンパシーが備わっており、人間は完全に利己的であるわけではないと
スミスは『道徳感情論』（The Theory of Moral Sentiments, 1759）の冒頭で
述べ（TMS, I. i. 1. 1, p. 9）、自愛心から道徳的是認を説明するホッブズや




批判し（TMS, VII. ii. 4. 6–7, p. 308）、善悪を区別することで有徳な行為を
奨励したプラトン（Plato, 427–347 BCE）やアリストテレス（Aristotle, 
384–322 BCE）、ストア哲学者のゼノン（Zeno, 335–263 BCE）と対比した
（TMS, VII. ii. 4. 1, p. 306）。マンドゥヴィルは虚栄心という言葉を、称賛
に値する以上に称賛を求める真の意味での虚栄心だけでなく10)、称賛に値
する善行や名声を求める適切な行為まで含めた広い意味で使っており
（TMS, VII. ii. 4. 8, p. 309）、「言葉の曖昧さ」 を乱用しているのである





弁であるとスミスは見る（TMS, VII. ii. 4. 12, pp. 312–313）。
　しかしスミスは、マンドゥヴィルの逆説をストア哲学の厳格主義的な道
徳論を放棄することで解決しようとしたヒュームの方法には賛成できな
10) スミスは虚栄心を「根拠のない称賛を喜ぶこと」とも定義している（TMS, III. 
2. 4, p. 115）。
104
かった。道徳哲学におけるヒュームからスミスへの影響の大きさについて





り、徳の是認の問題を功利性で解決しようとしたが（TMS, IV. 2. 3, p. 188）、
スミスは功利性を行為の主要な判断基準とすることは「抽象的で哲学的」
と批判する（TMS, IV. 2. 2, p. 187）。徳の是認は、便利で上手く作られた
建物に満足することや、たんすを褒めることと同じではあり得ないからと
スミスは述べる（TMS, IV. 2. 3–4, p. 188）。功利性は是認の一部分にはな
り得ても第一の根拠ではなく、是認にはそれとは異なった適宜性の感覚
（sense of propriety）が何よりも優先的に伴うというのが、スミスのヒュー





に後からの思い付きの説明であるとスミスは論じる（TMS, I. i. 4. 4, p. 
20）。司法や刑罰の第一の根拠も、社会秩序の維持という功利性ではなく、
被害者への関心であり、犯罪行為そのものを適宜性の感覚に基づいて否認
することに存する（TMS, II. ii. 3. 9–12, pp. 89–91; I. ii. 3. 4, p. 35および II. i. 













利性に求めた（THN, III. iii. 5, p. 393）。対照的にスミスは、身分の上下や
社会秩序の基盤は富者や権力者の境遇に対する大衆の尊敬や感嘆に求めら
れるのであって、富者や権力者の善意から大衆が個人的に期待できる功利
性ではないと論じる（TMS, I. iii. 2. 3, p. 52; VI. ii. 1. 20, pp. 225–226）12)。
　ヒュームが影響を受けたエピクロス（Epicurus, 341–270 BCE）につい
てもスミスは、エピクロスは徳がその「功利性」に存すると考えた点を批
判した（TMS, VII. ii. 2. 9, p. 297）。例えば慎慮（prudence）の徳は「苦痛
を防ぎ、安楽や快楽をもたらす傾向」のゆえに快いとエピクロスが見なし
た点にスミスは反対した（TMS, VII. ii. 2. 8, pp. 296–297）。スミスは徳を
その功利性のためではなく、それ自体の価値で追求するに値するものと考
えていたプラトンやアリストテレス、ストア派の方がエピクロスより優れ
て い る と 考 え た（TMS, VII. ii. 2. 4–6, pp. 295–296; VII. ii. 2. 12–14, pp. 










1984; Raphael and Sakamoto, 1990）。ヒュームとスミスを効果的に対比した研















したストアの道徳哲学の長所を評価した（Forman-Barzilai, 2010, p. 7）13)。
特にスミスはストア哲学を、富や勢力、権力などの根源的欲望の対象を追
求する上で「ある一定の秩序、適宜性、思慮を守ること」を教え（TMS, 
I. iii, p. 58）、行き過ぎた野心を批判していた点など、利己的な情念につい
13) 『道徳感情論』でスミスが依拠したストア哲学の出典は、エピクテトス『語
録』（Discourses, c. 108 CE）および『手引』（Enchiridion, c. 125 CE）、マルク
ス・アウレリウス『自省録』、キケロ『義務論』（On Duties, 45 BCE）、『善悪の
究極』（On Moral Ends, 45 BCE）および『法律』（On the Laws, 52 BCE）、セネ
カ『対話』（Dialogues, early to mid–first century CE）および『書簡』（Epistles, 







り（Bagehot, 1881, p. 252）、マルクス・アウレリウス『自省録』の利用に際し
ても大いに寄与したものと思われる。スコットランド啓蒙思想においてスト
ア哲学は、もはや妥当性を失ったと見なされていたアリストテレス哲学に
取って代わる思想的枠組みでもあった（Stewart, 1991; Oslington, 2011, p. 6）。
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ての優れた見解として評価した（TMS, I. iii, pp. 58–60 and I. iii. 2. 9–12, 
pp. 58 and 60–61）。
　またスミスは現実主義的な発想から、徳を考察する上で「完全な存在」
（a perfect being）がどのように行動すべきかという「権利問題」（a matter 
of right）ではなく、人間のような「弱く不完全な」（weak and imperfect）
存在が実際にどのように行動しているかという「現実問題」（a matter of 
fact）に留意する必要も指摘した（TMS, II. i. 5. 10, p. 77）。ヒュームのス
トア派批判を受け入れたスミスは、ストア哲学の「名誉ある」短所は「人
間的自然の能力範囲をはるかに超える完全性」を説いたことと考えていた
（TMS, p. 60; TMS, III. 3. 8 and 11, pp. 139–141）14)。ストア哲学に沿ってスミ
スは行き過ぎた野心への警告をしばしば繰り返しているが（TMS, I. iii. 2. 
7, p. 57; I. iii. 3. 8, p. 65; III. 3. 31, pp. 149–150）、しかし同時にスミスは、
このような野心が「見えざる手」に導かれて公益に貢献するのだと述べ










14) ヒュームのストア哲学批判については、Hume, Essays, “Of Moral Prejudices” 
(1742), p. 542を参照。スミスはハチスンについても、慎慮などの「下級の徳」
（inferior virtues）についての現実問題を無視したと批判している（TMS, VII. 
ii. 3. 15–16, p. 304; VII. ii. 3. 18, p. 305）。スミスが母校のグラスゴー大学で教え
始めたころ、「忘れ得ぬハチスン」に対して公然と批判的であったことが目撃












































テレスや聖トマス・アクィナス（St. Thomas Aquinas, 1225–1274）にもあ





（Francois Quesnay, 1694–1774）、テュルゴ（Anne-Robert-Jacques Turgot, 






















ノミックス」と呼ばれている（Cato maior, Chapter XVII, p. 243; Xenophon, 
Œconomicus; Donaldson, 1775, p. 28も参照）。
　キケロは、「老境は私たちからほとんど全ての楽しみを奪ってしまう」





報いてくれるのである」（Cato maior, Chapter XV, p. 240）。農業はまた、










ことができるであろう（Cato maior, Chapter XVI, pp. 242–243）。
　マルクス・アウレリウスは無難で静穏な田園での引退生活を理想とし、「狼
狽と慄き」に満ちた都市での野心的な生活に批判的であったが（Meditations, 















































と解釈するのは行き過ぎであろう（Rothschild, 2001, pp. 132–134）。

























17) この部分はWN, IV. ii. 21, p. 462に引用されている。

















る（WN, I. x. c. 24, pp. 143–144）。
産業としての農業では、したがって分業の進展に限度があり、分業による
生産性向上のスピードが、製造業など他の産業に比べて遅いことを意味す




に済むのである（WN, V. i. f. 50, pp. 781–782）。
　スミスが農業とそれに従事するカントリー・ジェントルマンを称賛した
第二の理由、農業が最も生産性の高い産業であり、それに従事するカント







































あった（Phillipson, 1983, pp. 191–193, 197）。彼らは地代を稼ぐ地主であ
ると同時に利潤を上げる農業資本家でもあり、その利害は社会のあらゆる





























































の開発、農村工業への融資などの重責を担った（Devine, 2005a, pp. 31–32; 





21) Allan, 2002, pp. 165–185; Colley, 1992, pp. 122–139; Devine, 1971; Devine, 1978; 
Devine, 2003; Macinnes, 1994も参照。
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ある（Smout, 1985, pp. 265–266）。
　他方で、商人による土地の購入の供給側の要因となったのが、クリスト

















22) ただし 1780年以降には、多くの「工場村」（factory village）がグラスゴー周
辺地域に出現し、その多くが進取の気勢に富む中産階層の事業家に負ってい




らした（Smout, 1996, p. 95）。
120
営されるようになると同時に、その多くで18世紀を通じて所有者が変わり










たと述べている（Phillipson, 2010, p. 123）。ウィルトンは、地主になった
商人は「改良家の中でも最良の人たち」であるとするスミスの所見に疑問
を投げかけ、「この時代の経済成長に対する商人の貢献」については未決








































人地主像と重ね合わせながら描いた（TMS, VI. i. 7–13, pp. 213–216）。慎慮あ
る人の友情（friendship）は、若く未熟な人たちの間の関係とは異なり、「平
静で節度があり、誠実」であると、キケロの友情論の議論に沿って描写され




業は、老境の商人地主と同様に農業であるべきであろう（TMS, VI. i. 12, p. 




vii. b. 15, p. 571）27)。スミスが「多くの肥沃な土地と、彼ら自身の仕事を彼
ら自身のやり方で行う自由こそが、全ての新植民地の繁栄の二つの大きな
















クレン（Lord Provost Andrew Cochrane, 1693–1777）がモデルであったと、




の事業について語り合うのを聞く機会を提供した（Phillipson, 2010, pp. 40, 
129）。スミスは『国富論』の材料を集めるに際して、コクレンの情報に対す
る恩義を認めていた（Bagehot, 1881, p. 258; Carlyle, 1990, p. 82）。
27) 北米植民地とカリブ海諸島の植民地では大部分の地主が商人地主であると、























提にした議論であった（WN, IV. ii. 5–8, pp. 454–455）28)。国内産業の中でも
農業への投資が最も安全で高収益であると、スミスがキケロを規範として
述べていたことは言うまでもない（WN, III. i. 1–9, pp. 376–380）。
　ストア派とキケロから発展させた新しい経済学の言語を用いることで、
28) WN, IV. ii. 3–4, pp. 453–454; IV. v. a. 3, pp. 505–506も参照。
124
スミスが自由市場を整備して「自然的自由がひとりでに確立する」ように
することを最善の政策と結論付け（WN, IV. ix. 51, p. 687）29)、商業こそが
「個人の間と同じく、国の間でも、自然に和合と友好の絆となるべきもの

















う「意図せざる結果」に目を向けた（田中 , 2013b, p. 80）。スコットラン
ドの自然法思想はマンドゥヴィル流の「意図せざる結果」を重視する傾向
29) LJ (A), vi. 92–97, pp. 365–366; LJ (B), 235, p. 499; WN, IV. v. b. 43, p. 540; IV. vii. c. 
44, p. 606も参照。すでに『道徳感情論』でスミスは、自身が意図する自由放
任の経済学の体系について構想し、 描写していた（TMS, IV. 1. 11, p. 
185–187）。LJ (A), v. 122, p. 319も参照。
30) WN, IV. iii. c. 11, p. 494も参照。『道徳感情論』の最終第6版（1790年）におい
て、スミスはかつてヒュームも論じたイングランドとフランスの間の国民的
偏見について、 より明示的に言及することとなる（TMS, VI. ii. 2. 3, pp. 










感情論』と『国富論』の両著で頻繁に使われる「ひとりでに」（of its own 




























































ンチの『アダム・スミスの政治学』（Adam Smith’s Politics, 1978）と、イ
シュトファン・ホントとマイケル・イグナティエフ共編著の論文集『富と
徳――スコットランド啓蒙における経済学の形成――』（Wealth and Virtue: 
The Shaping of Political Economy in the Scottish Enlightenment, 1983）である














































































たかを示している（Macﬁe, 1967; Macﬁe, 1971; Raphael and Macﬁe, 1976, 
pp. 5–6）33)。スミスは「自己保存」（self-preservation）こそ自然が私たちに
委ねた第一の仕事だとストア派に従って述べたが（TMS, II. ii. 2. 1, p. 82; 




スは見なしていた（TMS, I. iii. 2. 1, p. 50; WN, II. iii. 28, p. 341; III. iii. 12, p. 
405; IV. v. b. 43, p. 540; IV. ix. 28, p. 674; Raphael and Macﬁe, 1976, p. 9; 
Long, 2011, p. 101）。見えざる手の議論に対するマンドゥヴィルやルソー
の影響は弱く、『道徳感情論』全体を通してその言語や学説に現れるスト
ア哲学やヒュームの影響には較べるべくもないとラファエルとマクフィー







1984; Heise, 1991; Brown, 1994; Hill, 2001; Vivenza, 2001; Vivenza, 2004, p. 108; 
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「ひとりでに」（of its own accord）などのスミスの言い回しは、ストア哲
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学の言語が、経済の各部門・各産業が独立しつつ相互に協調し合うことで
最大の利益を生み出す「自然的自由」の状態をスミスが描写するために応
用され洗練される過程の中で、経済学の言語として昇華された典型的な表
現である。キケロを通じたストア哲学の言語を発展させていったことは、
ストア哲学に強く影響されたハチスンの道徳哲学をヒュームが既に破壊し
てしまった後の時代にあって、それでもスミスをしてヒューム的な懐疑論
に陥ることなくマンドゥヴィル批判を可能にした戦略であり、スミスが創
り上げた経済学の言語はその産物であった。
　ストア哲学の言語は、自然法学とシヴィック・ヒューマニズムという相
反する思想的伝統の双方の言語の源流であり、両者の思想的伝統がどのよ
うに18世紀スコットランドにおいて再融合し、啓蒙思想の形成に寄与し
たかという複雑な思想史を解き明かしていく上で結節点を占めている。

